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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間(平成28年６月１日から平成28年11月30日まで)におけるわが国経済は、政府の経済対策や

日銀の金融緩和等の効果によって企業収益や雇用・所得環境に改善が見られ、景気は緩やかな回復基調にあるもの

の、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動がわが国経済に影響を及ぼす可能性があり、先行きは不透明であり

ます。

当社を取り巻く環境につきましては、公共投資全般は底堅い動きとなっており、とりわけ安心・安全、防災対策

強化等に係る予算措置によって防災や防犯に係る公共投資は総じて堅調に推移しております。その一方で、開発技

術者の不足感は強まりつつあり、人材確保の面では厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社は、地方自治体等の防災・防犯分野を重点的に営業展開し、受注獲得に努めるととも

に、大規模災害時の情報共有システムや大学との共同研究による救命救急に関するシステム等、安心・安全に関わ

る新たなシステムの開発にも注力いたしました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高については、防災関連のクラウド利用料収入は増加したものの、納

期が第３四半期以降になる案件が多かったことから受託開発売上が減少し、283,981千円（前年同四半期比1.8％

減）となりました。

利益面では、外注費の減少により売上高総利益率が向上し、売上総利益は151,135千円（前年同四半期比10.8％

増）となりましたが、人件費や支払手数料等の販売費及び一般管理費が増加したため、営業利益は7,465千円（前年

同四半期比66.0％減）、四半期純利益は7,455千円（前年同四半期比69.6％減）となりました。

なお、当社事業は顧客の決算期である３月に売上計上される受注が多いため、第４四半期会計期間に売上高が偏

重する傾向があることから、各四半期の業績に季節変動があります。

また、当社は地理及び位置情報事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における総資産は、1,301,978千円となり、前事業年度末と比較して16,070千円の減少と

なりました。これは主に、金銭の信託が100,000千円増加した一方で、現金及び預金が107,593千円減少したことに

よるものであります。

負債は、147,719千円となり、前事業年度末と比較して10,139千円の減少となりました。これは主に、買掛金が

19,174千円増加した一方で、未払法人税等が11,733千円、未払消費税等が13,507千円、それぞれ減少したことによ

るものであります。

純資産は、1,154,259千円となり、前事業年度末と比較して5,931千円の減少となりました。これは主に、利益剰

余金が4,470千円減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べて7,593千

円減少し、180,894千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動の結果支出した資金は、59,769千円（前年同四半期は4,161千円の獲

得）となりました。これは主に、たな卸資産の増加額が60,624千円あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動の結果獲得した資金は、63,868千円（前年同四半期は26,327千円の支

出）となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出が20,000千円あった一方で、有価証券の償還に

よる収入が78,000千円あったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果支出した資金は、11,692千円（前年同四半期比7,718千円増）と

なりました。これは、配当金の支払によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月期の業績予想に関する事項につきましては、平成28年７月８日に公表いたしました数値から変更は

ありません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 678,488 570,894

売掛金 51,433 60,171

有価証券 70,201 30,016

金銭の信託 - 100,000

商品 - 8,533

仕掛品 16,307 67,880

貯蔵品 2,496 3,014

その他 21,689 18,565

貸倒引当金 △51 △60

流動資産合計 840,564 859,015

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,135 3,970

工具、器具及び備品（純額） 2,734 2,917

有形固定資産合計 6,870 6,888

無形固定資産

ソフトウエア 2,983 2,642

その他 230 230

無形固定資産合計 3,214 2,873

投資その他の資産

投資有価証券 413,782 393,580

その他 53,618 39,620

投資その他の資産合計 467,400 433,200

固定資産合計 477,484 442,962

資産合計 1,318,049 1,301,978
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 18,362 37,537

未払法人税等 18,345 6,612

未払消費税等 15,284 1,777

賞与引当金 - 7,082

その他 50,671 44,393

流動負債合計 102,664 97,403

固定負債

長期未払金 27,430 27,430

その他 27,763 22,886

固定負債合計 55,193 50,316

負債合計 157,858 147,719

純資産の部

株主資本

資本金 363,950 363,950

資本剰余金 353,450 353,450

利益剰余金 474,770 470,300

自己株式 △36,618 △36,618

株主資本合計 1,155,552 1,151,081

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,638 3,177

評価・換算差額等合計 4,638 3,177

純資産合計 1,160,190 1,154,259

負債純資産合計 1,318,049 1,301,978
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 289,217 283,981

売上原価 152,837 132,845

売上総利益 136,379 151,135

販売費及び一般管理費 114,439 143,670

営業利益 21,940 7,465

営業外収益

受取利息 149 82

受取配当金 10 12

有価証券利息 2,256 2,148

助成金収入 2,068 1,262

その他 185 106

営業外収益合計 4,670 3,611

経常利益 26,610 11,077

特別損失

固定資産除却損 3 0

特別損失合計 3 0

税引前四半期純利益 26,606 11,077

法人税等 2,086 3,621

四半期純利益 24,520 7,455
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 26,606 11,077

減価償却費 1,715 1,716

固定資産除却損 3 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 8

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,769 7,082

受取利息及び受取配当金 △159 △94

有価証券利息 △2,256 △2,148

売上債権の増減額（△は増加） 6,851 △8,738

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,623 △60,624

差入保証金の増減額（△は増加） - 8,416

仕入債務の増減額（△は減少） △5,340 19,174

未払金の増減額（△は減少） 1,175 △5,211

預り金の増減額（△は減少） △4,881 △3,056

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,629 △13,507

前受収益の増減額（△は減少） △229 △5,725

その他 6,470 4,936

小計 2,466 △46,693

利息及び配当金の受取額 2,763 2,930

法人税等の支払額 △1,438 △16,006

法人税等の還付額 369 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,161 △59,769

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 - 78,000

有形固定資産の取得による支出 △898 △1,993

無形固定資産の取得による支出 - △408

投資有価証券の取得による支出 △30,000 △20,000

貸付金の回収による収入 4,571 8,270

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,327 63,868

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △3,974 △11,692

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,974 △11,692

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,140 △7,593

現金及び現金同等物の期首残高 191,575 188,488

現金及び現金同等物の四半期末残高 165,435 180,894
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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